
� はじめに
近年，腸管出血性大腸菌など食品由来感染症の原因菌の分

子疫学解析が，感染源究明に利用されている。その中でもパ

ルスフィールド・ゲル電気泳動法（以下 PFGE法）は，腸

管出血性大腸菌の分子疫学解析法として，最も一般的な方法

であり，国立感染症研究所（以下感染研）を中心に全国規模

の PFGE解析データベースの構築が進んでいる。

一方，IS法は，マルチプレックス PCRによる腸管出血性

大腸菌 O１５７のサブタイピング法で，従来から汎用されてい

る PFGE法と比較して操作が簡便で，迅速性に優れ，結果

をデジタル化できるといった特徴がある。これら２つの方法

による菌株の識別能力について，感染研及び全国の地方衛生

研究所で比較検討され，IS法による菌株の識別能について

は PFGE法ほどではないものの，集団感染事例からの由来株

では一致率が高いことが示唆されている。１）徳島県において

も，県内で発生した O１５７感染症から分離された菌株について

IS法と PFGE法との比較を行い，IS法の解析結果を保健所

担当者に迅速に還元することによりその有効性を検討した。

� 材料および方法
１ 供試菌株

２００７年～２０１０年の期間に，徳島県内で発生した腸管出血性

大腸菌感染症患者から分離された菌株のうち，当センターに

送付された O１５７菌株５０株を用いた。

２ 方法

� IS法

IS-printing System（東洋紡）を用い，キットに添付

されたプロトコールに準じて検査を実施した。IS法

は，２種類のセットにより構成されるマルチプレックス

PCRで，全てが増幅されると１セットあたり１８種類，

計３６種類の増幅産物が形成される。判定は増幅産物の有

無を目視で確認し，有りの場合は１，無しの場合は０と

して，表１の例に従いコード（以下 ISコード）変換した。

� PFGE法

感染研に菌株を送付し，PFGE解析結果について情報

還元を受けた。

� 疫学調査情報

菌株送付時に，保健所において作成された感染症患者

調査票を，疫学調査情報として提供を受けた。また，IS
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法による解析結果に基づき保健所において実施された再

調査情報についても情報提供を受けた。

� 結果及び考察
� IS法と PFGE法の比較

表２に示すとおり，３８事例に対応する５０株は IS法で

は３２タイプに，PFGE法では３５タイプに分類された。複

数株で ISコードが一致した２９株中，PFGEタイプも一

致したのは２３株であった。PFGE法では，一般的に３バ

ンド違いまでは疫学関連性の可能性があるといわれてい

る。菌株 No VT５６５～５７１は１～３バンド違いであり，

VT５８９と VT５９０は１バンド違いであった。このことを

考慮すると，同一 ISコードによる分類と PFGEタイプ

による分類は２９株中２８株が一致した。

一方，表２に示すとおり，VT６０５と VT６２２，６２３は IS

コードが一致するにもかかわらず，異なる PFGEタイ

プを示し，VT６０５は，分離時期も離れていた。このこと

から，分離時期が近接し ISコードが一致する菌株は，

PFGEでも同一グループに分類される確率が高く，疫学

関連性が疑われると考えられた。

また，事例３や事例３４のように疫学関連性が疑われ

PFGEタイプが一致するにもかかわらず，ISコードが

一致しない菌株も２株（VT５６５，VT６１６）認められ，

今後の検討課題である。

� 疫学調査情報

３８事例のうち，ISコードから疫学関連性を疑うグルー

プが，６グループ認められた。これら６グループについ

ての保健所による調査結果はつぎのとおりである。

① 事例 No３及び４では，事例３患者（男９才）の妹

（５才）が事例４患者（女３才）の姉（菌分離陰性）

と同一幼稚園であったが，詳細は確認できなかった。

② 事例 No１７及び１８では，事例１７患者の家族（菌分離

陰性）が量販店で購入したユッケを喫食，事例 No１８

患者が同系列量販店で購入した牛肉のたたきを喫食し

ていたが，詳細は確認できなかった。

③ 事例 No２０，２１は１日違いで同一焼肉店において生

レバーを喫食していた。ただ，事例 No２２との関連性

は確認できなかった。

④ 事例 No２９及び３０では，管轄保健所も異なることか

ら，最初の調査では単なる散発事例と認識されていた

が，IS法による解析により再調査が実施されたとこ

ろ，両患者とも同系列の焼肉店での喫食が判明した。

これら焼肉店では冷凍輸入肉にテンダライズ処理をし

て出されていた。

⑤ 事例 No３３及び３４について，再調査においても疫学

関連性は確認できなかった。

⑥ 事例 No３６，３７について，再調査においても疫学関

連性は確認できなかった。

このように６グループ中，関連性が全く確認できない

事例もあるが，①②③④のように関連性の可能性が示唆

された事例も認められたことから，IS法による保健所

等への迅速な情報還元は，感染拡大の初期探知に有効で

あると考えられた。

� まとめ
� 分離時期が近接している菌株間では，IS法及び PFGE

法による解析結果はよく一致していた。

� 保健所担当者への IS法による迅速な情報還元は，県

内で発生する O１５７感染症の感染拡大の初期探知に有効

表１ ISコード変換例（VT５６３）

１stセット

primer No １‐０１ １‐０２ １‐０３ １‐０４ １‐０５ １‐０６ １‐０７ １‐０８ １‐０９ １‐１０ １‐１１ １‐１２ １‐１３ １‐１４ １‐１５ eae １‐１６ hlyA

Size（bp） ９７４ ８３９ ７４２ ６４５ ５９５ ５６１ ４９５ ４４２ ４０５ ３５３ ３２５ ３００ ２６９ ２４１ ２１１ １８５ １７１ １３７

増幅の有無 １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １ １ １ １

係数 １ ２ ４ １ ２ ４ １ ２ ４ １ ２ ４ １ ２ ４ １ ２ ４

コード変換 １ １ ４ ０ ５ ７

２ndセット

primer No ２‐０１ ２‐０２ ２‐０３ ２‐０４ ２‐０５ ２‐０６ ２‐０７ ２‐０８ ２‐０９ ２‐１０ ２‐１１ ２‐１２ ２‐１３ ２‐１４ ２‐１５ ２‐１６ stx２ stx１

Size（bp） ９８７ ８６１ ８０１ ７１０ ６４２ ５９９ ５５５ ４９９ ４４９ ３９４ ３５８ ３３１ ３０１ ２７８ ２４０ ２１１ １８１ １５１

増幅の有無 １ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ １ ０

係数 １ ２ ４ １ ２ ４ １ ２ ４ １ ２ ４ １ ２ ４ １ ２ ４

コード変換 ３ ０ ３ ４ ４ ３
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表２ 菌株についての疫学情報及び病原体情報

疫学情報 病原体情報

事例 No 管轄 HC 診断年月 診断類型 年齢 性別 発生状況 菌株 No
ISコード 感染研 PFGE

Type No.１st／２nd
１ A ２００７年４月 患者 ２ 男 散発 VT５６３ １１４０５７／３０３４４３ c４６
２ A ６月 患者 １９ 女 散発 VT５６４ ３１１４５７／３１０４１７ c１２３

３ B

７月 無症状 ３１ 女

家族内

VT５６５ ０１２０５７／２１４４４１ c１２０※１

７月 無症状 ３ 女 VT５６６

０１２０５７／２１４４４３

c１２１※２

７月 無症状 ５ 女 VT５６７ c１２０※１

７月 患者 ９ 男 VT５６８ c１２２

４ B
８月 無症状 ３１ 女

家族内
VT５７０ c１８４※３

８月 患者 ３ 女 VT５７１ c１２２
５ A ８月 患者 １１ 女 散発 VT５６９ ６１３５７７／６１０６４６ c１９２

６ A
８月 患者 ４ 男

同一保育所
VT５７２

３０７５５７／６１１６５７ c１８７
８月 患者 ３ 女 VT５７３

７ A ８月 患者 ４ 女 散発 VT５７４ １１５４５７／２０１６５５ c３４９

８
A ９月 無症状 ５９ 女

家族内
VT５７６

１５５０４７／３０１４４２ c３４５
B ９月 患者 ３ 女 VT５７７

９ A ９月 患者 ５２ 男 散発 VT５７８ ２１１０５７／２１０００６ c８７５
１０ A ２００８年６月 患者 ７７ 女 散発 VT５８０ ３１７１７５／２１１７５７ d１２５
１１ B ７月 無症状 ３１ 男 家族内注１） VT５８１ ３０５４５７／６１１６４２ c４７
１２ A ７月 患者 ６０ 男 散発 VT５８２ ３１７５７７／６１１７５６ d１４８
１３ A ８月 患者 ７８ 男 散発 VT５８３ ０００４４５／００００２６ d２５６

１４ A
８月 患者 ３ 男

家族内
VT５８４

３０１４５７／６１０６４２ d２５９
９月 無症状 １４ 女 VT５８６

１５ A ８月 患者 ６ 男 散発 VT５８５ ５５５０４７／３０３４４２ d４４０
１６ A １１月 患者 ３ 男 散発 VT５８７ １０５４５７／６１１６４２ d６０８
１７ B ２００９年６月 患者 ２ 男 散発 VT５８９

３１５５７７／６１１７５７
d５２７

１８ B ７月 患者 ３１ 女 散発 VT５９０ e１２７※４

１９ C ９月 患者 ７ 男 散発 VT５９３ ２１３５７７／６１０７４７ e４０６
２０ A １０月 患者 １５ 男 散発 VT５９４

７０７５５５／６１１６５３ e５０３２１ A １０月 患者 １６ 女 散発 VT５９５
２２ B １０月 患者 １１ 女 散発 VT５９６
２３ A １１月 患者 ８３ 女 散発 VT６０１ １１７１７７／６０１７５７ e６３０
２４ A ２０１０年５月 患者 ５１ 女 散発 VT６０２ ３４５４５７／３１１６５２ c５７
２５ A ６月 無症状 ３１ 女 家族内 VT６０４ １０５４５７／７１１６４２ f４８
２６ A ６月 無症状 ６１ 女 散発 VT６０５ ７１７５７７／６１１６５７ d２３９
２７ A ６月 患者 ３２ 女 散発 VT６０６ ６１３１７７／２１０６４６ d４８２

２８
A

７月 患者 ９ヶ月 女
家族内

VT６０７
３１７１５７／６１１１５７ f１２８７月 無症状 ３５ 男 VT６０８

D ７月 無症状 ５７ 女 VT６０９
２９ A ８月 患者 ２２ 男 散発 VT６１０

３１７５７７／２１１７５７ f２３６
３０ E ８月 患者 １７ 女 散発 VT６１１
３１ A ８月 患者 １９ 女 散発 VT６１２ ７１７５５５／６１１６５７ f２３９
３２ B ９月 患者 １３ 女 散発 VT６１４ １１３１５７／６００６５３ f４２３
３３ A １０月 患者 ６４ 男 散発 VT６１５ ７１７０５７／２３１５５７

f５７０
３４ A

１１月 患者 ６ 女
家族内

VT６１６ ７１５０５７／２１１５５７
１１月 無症状 ４８ 女 VT６１７

７１７０５７／２３１５５７
１１月 無症状 ５６ 男 VT６１８

３５ A １１月 患者 １ 男
家族内

VT６２０
６１５４５７／３０１６５６ f５６７

A １１月 患者 ３９ 男 VT６２１
３６ A １１月 患者 ２５ 女 散発 VT６２２

７１７５７７／６１１６５７ f５６８
３７ A １２月 患者 ３７ 女 散発 VT６２３
３８ A １２月 患者 ３５ 女 散発 VT６２４ ６１５４５７／３１１６５６ f６２３

注１）患者の菌株は無し
※１，※２は c１２２と３バンド相違 ※３は c１２２と１バンド相違
※４は d５２７と１バンド相違
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であると考えられた。

今後も，IS法による保健所への迅速な情報還元を実施し

ていくと共に，家族内で ISコードが異なった事例等につい

て，さらに検討を続けていく必要がある。

本研究は厚生労働科学研究補助金（新興・再興感染症研究

事業）「広域における食品由来感染症を迅速に探知するため

に必要な情報に関する研究」及び（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）「食品由来感染症調査における分

子疫学手法に関する研究」の一環として実施したことを付記

する。
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